注記（事業別財務諸表：財産管理事務事業）
１．追加情報
（１）固定資産の減損の状況
　（普通財産）
減損を認識したもの
[image: image1.emf]旧曳船道 土地

大阪市北区堂

島浜１丁目ほか

162,934,744 時価の下落 109,616,876

石津川廃川敷 土地

堺市西区浜寺

石津町東４丁ほ

か

257,392,100 時価の下落 227,789,452

澱川廃川堤敷

（新幹線以南）

土地

高槻市唐崎中３

丁目ほか

521,892,844 時価の下落 434,318,557

旧大阪奈良線

（国道２５号

線）

土地

大阪市生野区

生野西２丁目ほ

か

181,018,710 時価の下落 97,069,388

87,574,287

正味売却価額（公有財

産台帳上で把握してい

る現在価額を採用）

帳簿価額を減額

83,949,322

正味売却価額（公有財

産台帳上で把握してい

る現在価額を採用）

帳簿価額を減額

―

―

53,317,868

正味売却価額（公有財

産台帳上で把握してい

る現在価額を採用）

帳簿価額を減額 ―

29,602,648

正味売却価額（公有財

産台帳上で把握してい

る現在価額を採用）

帳簿価額を減額 ―

用途 種類 帳簿価額と比較する正味

売却価額・使用価値相当

額の別とその算出方法

摘要

場所

減損前の帳簿

価額（円）

減損に至った経

緯

減損損失額（円）

減損後の帳簿価額

（円）

減損損失額の算出方法の概要

複数の固定資産を一

体として行政サービス

を提供するものと認め

た理由


（２）その他財務諸表の内容を理解するために必要と認められる事項
①事業の概要
公有財産の取得、管理及び処分についての総合調整及び企画に関することや、所管する普通財産の取得、管理及び処分に関すること及び府有財産に係る国有資産等所在市町村交付金及び火災保険に関すること並びに大阪府財産評価審査会の開催等の経費を計上しています。
　
　　②当該事業に関し説明すべき固有の事項
　　　　　○平成２４年度において３２件の不動産を売却しました。
　　　　○公有財産システムと財務会計システムとの連携不具合により、平成23年度の財務諸表において、減価償却額が２５，９８７百万円過大（同金額分：資産過少）に計上されていたことが判明しました（18所属：富田林土木事務所（２４,５１６百万円）ほか）。このため、減価償却額の過大計上に伴う資産の過少計上分については、各所属で適正金額に修正するとともに、財産管理事務事業に同額の過年度修正益を計上しています。
　　　　○平成23年度の財務諸表の作成過程において、公有財産システムへの入力誤り等により事業用資産の土地等が１,８６５百万円過大に計上されていたことが判明しました。このため、過大計上分については、適正金額に修正するとともに、財産管理事務事業に同額の過年度修正損を計上しています。

